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●入場料金（全席指定・障害者割引あり）
一等：4,000円（学生：2,800円）
二等：2,500円（学生：1,800円）

［電話］国立劇場チケットセンター（10時～5時）

0570-07-9900
［インターネット］（一般券・パソコンのみ）

http://ticket.ntj.jac.go.jp/

●予約開始＝7月11日（月）10時～

03-3230-3000（PHS・IP電話）

●窓口販売開始＝7月12日（火）（チケット売場　10時～6時）
※窓口販売用に別枠でのお取り置きはございません。

東京都千代田区隼町4-1  電話03-3265-7411（代表）

http://www.ntj.jac.go.jp/

平成23年
9月23日（金・祝）5時開演
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〒102-8656  東京都千代田区隼町4番1号  03-3265-7411（代表）
http://www.ntj.jac.go.jp/

大
劇
場

平成23年9月23日（金・祝）  5時開演
●入場料金（全席指定）

一等  4,000円（学生  2,800円）／二等  2,500円（学生  1,800円）
※障害者の方は2割引です。詳細はチケットセンターまでお問い合わせください。／※車椅子用スペースがございます。ご予約時にお問い合わせください。

［電話］国立劇場チケットセンター（10時～5時）

0570-07-9900 03-3230-3000
（PHS・IP電話）

●予約開始＝7月11日（月） 午前10時～
［インターネット］（一般券・パソコンのみ）

http://ticket.ntj.jac.go.jp/
※詳細は上記ホームページをご覧ください。

●一般のみ取扱　チケットぴあ 0570（02）9999／e+（イープラス）http://eplus.jp/ （パソコン）   http://eplus.jp/ntj （ケータイ）
●窓口販売開始＝7月12日（火）（チケット売場　10時～6時）  ※窓口販売用に別枠でのお取り置きはございません。

［字幕表示がございます］

鼓童時代は、演奏や作曲だけで
なく、音楽監督としてグループを
リードした。その独創的な太鼓
アンサンブルは、国内はもとより
欧米の音楽シーンやエンタテイ
ンメントにまで多大な影響を与
えている。1992年に鼓童より独
立。ソロ奏者として活動するだけ
でなく、海外アーティストのプロ
ジェクトにも多数参加している。
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あらゆる神楽音曲が組み込まれた神楽囃子組曲「胴の口」は、石見神楽を
熟練した演者のみが演じる事が出来るといいます。数ある社中の中から石
見神楽長浜社中が演じます。

「LUNA SEA」終幕後、ソロ・アー
ティストとして活動。数多くのラ
イヴ・ツアー、レコーディングへ
の参加も盛んに行う。パワフルか
つ正確なドラミング、そして繊細
で歌うようなドラムプレイも魅
力である。

独自のリズムと豊かな音色で太鼓の
新たな音楽シーンを生み出してきた
レナード衛藤。多様な打楽器編成に
よるブレンドラムスでは、それぞれの
響きが混じり合い、大きなうねりを
生み出します。

ブレンドラムス 
Blendrums

石見神楽「胴の口」（島根県浜田市）

岩手の夏といえば「世界一の太鼓パレード」で知られる盛岡さんさ踊り。
激しい中にも優雅さを醸し出す群舞を盛岡さんさ踊り実行委員会による
選抜メンバーでご覧いただきます。

盛岡さんさ踊り（岩手県盛岡市）
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鼓
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る
ひ
び
き

インプロ（即興）を主体とした
ライブやイベント活動のほか、
ワークショップや映画振付など
活動は多岐に渡る。2005年に
は Chicago Human Rhythm 
Projectの15周年記念フェスティ
バルにアジア代表として参加。

「THE YELLOW MONKEY」の
ドラムスとして活躍。解散後は、
精力的にライヴやレコーディン
グに参加する他、「 BIG BITES」
を結成し、全国ツアーを行うなど
多忙な日々を過ごしている。
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太鼓アンサンブル
開場45周年企画の若手太鼓奏者オーディションで選出したメンバーとレ
ナード衛藤による演奏。レナード衛藤の指導の下、メンバーの個性が音と
なって開花します。その調和された響きからは、単に若さや勢いだけでは
ない美しさと可能性を感じることでしょう。
レナード衛藤・安藤和也・今井理人・太田理絵・佐藤瞭次・田中大樹・角田圭吾・
橋本裕太・藤田千紘・松田帆乃華・三浦史帆・三浦未帆

［東京文化発信プロジェクトとは］
東京文化発信プロジェクトは、世界の主要都市と競い合える芸術文化の創造発信、芸術文化を通じた子供たちの育成、
多様な地域の文化拠点の形成を目的として、東京都と東京都歴史文化財団が芸術文化団体、アートNPO等と協力して
実施しています。様々な芸術分野のイベントや、まちなかで市民とアーティストが協働するアートプログラム、子供向け
の体験型プログラムなどを展開しています。

﹇
出
演
﹈

レナード衛藤

SUJI

菊地英二

真矢


